
21/06/28 再エネTF（11回） ４つの問題
１.「平均でZEH」問題：「省エネ20%のみ」では積み増し効果が期待できない
中長期目標「2030年における新築の住宅・建築物について平均でZEH・ZEBの実現を目指すこと」について
「平均でZEH」は「省エネ20%のみ」であり、太陽光発電を含まないことが明らかに
論点１： ZEHは断熱・省エネ・太陽光の３要素が必須なはず なぜ「ワードチェンジ」が起きたのか
論点２： 上記の平均ZEHでなぜ脱炭素が実現するのか、「ロードマップ」と「試算」が全く示されていない
論点３： 従来のNDC26%目標の2019年計画では、明らかに太陽光込の『 ZEH 』の急拡大を想定

ZEHから太陽光を除くと省エネ効果の大幅ダウンの「逆コース」かつてのNDC26%計画すら達成不可能
論点４： 2019年計画実現には2030年新築で太陽光込の『 ZEH 』 30万戸が必要

太陽光発電の原則義務化（地域性考慮）は不可避
２.「NDC46%積増ほぼゼロ」問題：NDC46%目標において、業務・家庭部門の積み増しはなぜ極端に少ないのか？
論点１： 誰がいかなる根拠で計算？ 本当に深堀り？ 国交省と経産省が深堀りを「譲り合い」？
論点２： 建築は断熱・太陽光など対策が残る「濡れ雑巾」の指摘 省エネ・再エネの深堀り余地は大きい
３.「省庁の谷間」問題：建築への太陽光搭載は誰が普及の責任を追っているのか？
論点１： 「2030年に新築平均でZEH 」からなぜ太陽光発電が抜け落ちているのか？
論点２： 建築への太陽光は、直近で急拡大が可能な唯一の再エネ なのに普及計画は極めて控えめ
論点３： 建築への太陽光搭載の目標設定と推進は、誰の責任＆成果なのか？
４.「断熱の上位等級」問題： 断熱の上位等級をどのレベルまで設定するのか？
論点１： ZEHの断熱レベル（UA値６地域0.6）は必ずしも十分でない 連続空調では現状より増エネのリスク大
論点２： より高い誘導目標として国が上位断熱等級を定めるべき 最も普及しているのはHEAT20 G1/G2/G3
論点３： 上位等級への取り組みは自治体が気候や地域温暖化対策に応じて判断できる仕組み作りが必要
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あり方検討会 素案
１.「平均でZEH」問題 ：「平均でZEH」の定義が不明確で省エネの積増効果が期待できない

断熱・省エネ・太陽光の
３点セットが

ゼロエネ実現には不可欠！
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2015年（平成27年01月） 社会資本整備審議会今後の住宅・建築物の省エネルギー対策のあり方について（第一次答申）

2020年までの
省エネ基準適合義務化

2030年までに
「平均でZEH/ZEB実現」

を明記
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2030年の目標については、「素案」には「平均でZEH・ZEB」の実現を目指すこと。」とされていますが、
「平均」の意味と、ZEHおよび、ZEBの定義を明確にしていただきますよう、お願いします。

○ご指摘の点については第４回検討会においてもご指摘をいただいたところでありますが、有識者からな
るZEHロードマップフォローアップ委員会におけるZEHの定義は、外皮の断熱性能等を大幅に向上させる
とともに、高効率な設備システムの導入により、室内環境の質を維持しつつ大幅な省エネルギー（２割）
を実現した上で、再生可能エネルギー等を導入することにより、年間の一次エネルギー消費量の収支がゼ
ロとすることを目指した住宅であり、ZEHには年間の一次エネルギー消費量の収支を基準から７５％削減
したNearly ZEHや、太陽光発電システム等を搭載しないZEH orientedを含みます。

○このうち、ZEHの省エネ性能としては省エネ基準から２０％削減した水準であり、「素案」における
2030年平均ZEHというのは、省エネ性能について示し、平均の20％削減よりよいものと、それより劣る
ものを組み合わせて、平均としては今の省エネ基準から２割削減を目指すという意味合いであることを説
明させていただいたところです。他方、検討会において記述をわかりやすくするようご指摘もいただいて
いるので、ZEBも含めて整理して検討会においてご確認いただくこととしているところです。

○（前述の通り）第４回検討会においても指摘があったように、長期目標としての2050年カーボンニュー
トラルの実現に向けて、2030年で新築平均ZEH・ZEBの省エネ性能を実現していくことが必要との認識に
基づくものです。

21/06/25再エネTFからの質問への回答

「平均でZEH」は太陽光は含まない「太陽光抜き」の「省エネ20%だけZEH」であることが明らかに
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あり方検討会 素案 再エネパート

太陽光発電への具体的取り組みは記述されていない
素案のZEHは「太陽光抜き」「省エネ20%のみ」なのは明白
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令和元年度ZEH ロードマップフォローアップ委員会とりまとめ 2020/04 https://www.enecho.meti.go.jp/category/saving_and_
new/saving/general/pdf/roadmap-fu_report2020.pdf

ZEHおよびNearlyZEHは
太陽光発電の
搭載が必須

太陽光マストなはずのZEHは、「狭義」のカギカッコ付き『ZEH』限定に？
本来は限定付なはずの「太陽光抜きZEH」 Orientedが無制限に？

太陽光を載せない
ZEH Orientedは

あくまで
都市狭小地・多雪地域限定

太陽光込の狭義のZEHは
カギカッコ付の『ZEH』？
ワードチェンジの萌芽？
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あり方検討会 素案
カギカッコ『』がついていないので

「広い概念」のZEH（＝省エネ20%）でOK?
そんなワードチェンジされた

ZEHに普及の意味はあるのか？
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